
平成１８年（２００６年）１月２９日市　議　会　だ　よ　りこだいら７

一般質問

つ
く
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長　

�
午
後
８
時
以
降
は
鳴
り
物

や
大
声
を
禁
止
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

　

�
苦
情
の
内
容
等
は
把
握
し
て
お

り
、
そ
の
都
度
、
現
地
へ
の
立
ち
入

り
調
査
等
を
行
い
指
導
し
て
い
る
。

　

�
こ
れ
ま
で
事
業
者
に
よ
る
近
隣

住
民
へ
の
説
明
会
や
話
し
合
い
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
話

し
合
い
の
推
移
を
見
守
り
つ
つ
、
必

要
な
指
導
を
行
い
、
問
題
解
決
に
努

力
し
て
い
き
た
い
。

　

�
都
の
環
境
確
保
条
例
に
基
づ
き

指
導
を
行
っ
て
い
る
。

な
い
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
は
少
な
い
と

考
え
る
。

　

�
都
に
は
個
人
住
宅
等
に
つ
い
て

の
補
助
制
度
は
な
い
が
、　

月
か
ら

１１

労
働
産
業
局
が
窓
口
に
な
っ
て
中
小

企
業
者
向
け
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
支

援
融
資
を
実
施
し
て
い
る
。

 
原　

邦
彦
議
員
（
公
明
）　

�
開
設

に
当
た
り
、
指
導
等
を
行
っ
た
か
。

　

�
地
域
か
ら
の
騒
音
に
関
す
る
相

談
等
に
つ
い
て
承
知
し
て
い
る
か
。

　

�
地
域
住
民
へ
聞
き
取
り
調
査
等

の
実
施
や
、
業
者
と
地
域
住
民
が
話

し
合
う
場
を
設
け
る
考
え
は
。

　

�
こ
の
よ
う
な
施
設
を
開
設
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
一
定
の
ル
ー
ル
を

天
神
町
二
丁
目
の
フ
ッ
ト
サ
ル
場

開
設
に
伴
う
騒
音
問
題
に
つ
い
て

 
常
松
大
介
議
員
（
緑
ネ
）　

�
イ
ベ

ン
ト
で
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
取
り
扱

い
を
、積
極
的
に
指
導
し
て
い
る
か
。

　

�
イ
ベ
ン
ト
で
排
出
さ
れ
た
ご
み

に
占
め
る
資
源
物
の
割
合
は
。

　

�
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
連
し
た
イ
ベ

ン
ト
で
、
収
集
さ
れ
た
資
源
物
が
ご

み
と
し
て
廃
棄
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た

と
聞
く
が
事
実
か
。
そ
れ
が
事
実
な

ら
ば
、
今
後
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

市
長　

�
ご
み
の
自
己
処
理
は
定
着

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
指

導
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

�
把
握
し
て
い
な
い
が
、
小
平
市

民
ま
つ
り
で
は
、
ご
み
箱
撤
去
な
ど

排
出
抑
制
策
を
講
じ
た
結
果
、
本
年

の
可
燃
ご
み
が
平
成　

年
に
比
べ　

１５

８８０

�
グ
ラ
ム
激
減
し
た
。

　

�
事
実
は
把
握
し
て
い
な
い
。
イ

ベ
ン
ト
等
の
ご
み
の
分
別
や
資
源
化

は
重
要
課
題
な
の
で
、
今
後
も
周
知

を
徹
底
し
た
い
。

 
佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

�
市
民

か
ら
の
相
談
内
容
と
件
数
は
。

　

�
民
間
住
宅
や
事
業
所
も
早
急
に

調
査
や
除
去
工
事
を
す
べ
き
と
考
え

る
が
実
態
は
ど
う
か
。

　

�
個
人
住
宅
や
中
小
企
業
な
ど
の

調
査
や
除
去
工
事
に
対
す
る
支
援
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

�
健
康
問
題
２
件
、
調
査
分

析　

件
等
、
合
計　

件
で
あ
る
。

２９

３９

　

�
都
道
府
県
は
一
定
規
模
以
上
の

建
築
物
の
飛
散
性
ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ

い
て
、
国
か
ら
調
査
を
依
頼
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
結
果
を
受
け
て
指
導
を

行
う
。
個
人
住
宅
は
調
査
対
象
で
は

市
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で

ご
み
の
取
り
扱
い
に
課
題
は
な
い
か

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
対
す
る

支
援
策
の
充
実
を

設
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

�
ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る
公
園
・

広
場
は
何
か
所
あ
る
か
。

　

�
市
民
に
愛
さ
れ
る
公
園
に
す
る

た
め
に
必
要
な
方
策
は
。

市
長　

�
公
園
や
市
民
広
場
は
、
だ

れ
も
が
自
由
に
遊
び
憩
え
る
場
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
事
故
防
止
の
た
め
に

サ
ッ
カ
ー
、
野
球
等
の
ボ
ー
ル
遊
び

は
禁
止
し
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の

公
園
は
改
築
を
し
て
も
ボ
ー
ル
遊
び

が
で
き
る
広
さ
は
な
い
。

　

�
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ボ
ー
ド

を
設
置
し
て
い
る
公
園
は
４
か
所
あ

る
。

　

�
常
に
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た

整
備
や
管
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

 
島
村
速
雄
議
員
（
政
和
）　

�
国
か

ら
市
に
譲
与
さ
れ
た
用
水
路
、
及
び

里
道
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
。

　

�
現
況
を
ど
う
把
握
し
て
い
る
か
。

　

�
今
後
の
整
備
活
用
方
針
は
。

　

�
つ
け
か
え
や
売
り
払
い
の
基
準

は
あ
る
か
。

市
長　

�
用
水
路
は
延
長
約　

�
メ

４６

ー
ト
ル
で
、
里
道
は
延
長
約　

�
メ

１３７

ー
ト
ル
あ
る
。

　

�
用
水
路
は
、
現
在
環
境
用
水
と

し
て
管
理
し
て
い
る
。
里
道
は
公
道

あ
る
い
は
私
道
の
一
部
と
し
て
、
ま

た
宅
地
内
の
便
利
道
と
な
っ
て
い
る
。

　

�
用
水
路
は
用
水
路
活
用
計
画
に

基
づ
き
、
地
域
の
特
性
等
に
合
わ
せ

た
整
備
を
す
る
。
里
道
は
生
活
道
整

備
計
画
を
検
討
し
た
い
。

　

�
基
準
は
な
い
が
、
活
用
が
見
込

め
な
い
用
水
路
は
つ
け
か
え
等
を
、

道
路
以
外
の
公
共
利
用
の
可
能
性
が

低
い
里
道
は
売
り
払
い
を
検
討
す
る
。

※ 
里  
道 
と
は

り 
ど
う

　

道
路
法
の
認
定
が
行
わ
れ
て
い
な

い
道
で
、
公
図
上
は
赤
色
の
線
で
表

示
さ
れ
て
お
り
、 
赤  
道 
、 
朱  
引  
道 
と

あ
か 
み
ち 

し
ゅ 
び
き 
ど
う

も
言
わ
れ
る
。
昔
は
人
が
足
し
げ
く

往
来
し
た
通
路
、
耕
作
の
た
め
に
設

用
水
路
及
び    ※ 里  
道 
の

　

り 
ど
う

整
備
方
針
に
つ
い
て

け
ら
れ
た
通
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
た
も
の
で
、
現
在
で
は
市
道
や
私

道
の
一
部
を
構
成
し
て
い
る
。

 
木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

�
大

き
な
植
栽
の
あ
る
団
地
内
道
路
と
、

市
道
の
清
掃
状
況
は
。

　

�
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
清

掃
を
委
託
し
た
場
合
、
い
く
ら
か
か

る
か
。

　

�
玉
川
上
水
の
都
の
樹
木
剪
定
計

画
は
。

市
長　

�
団
地
内
道
路
は
把
握
し
て

い
な
い
。
市
道
は　

路
線
の
路
面
清

１４３

掃
を
委
託
し
て
い
る
。

　

�
仮
に
鷹
の
台
踏
切
か
ら
立
川
通

り
ま
で
を
委
託
し
た
場
合
１
回
当
た

り
約
５
万
円
程
度
で
あ
る
。
現
在
行

っ
て
い
る
清
掃
車
に
よ
る
委
託
費
は

１
回
当
た
り
約
３
万
６
千
円
で
あ
る
。

　

�
日
照
等
に
影
響
の
あ
る
樹
木
は

随
時
あ
る
い
は
計
画
的
に
剪
定
し
て

い
る
。
玉
川
上
水
の
緑
地
の
保
全
に

つ
い
て
は
、
都
が
保
存
管
理
計
画
の

策
定
を
検
討
し
て
い
る
。

 
佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

�
市
内

で
貴
重
と
思
わ
れ
る
動
植
物
の
存
在

を
、
ど
の
程
度
把
握
し
て
い
る
か
。

　

�
い
わ
ゆ
る
種
の
保
存
法
に
基
づ

く
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
が
市
内

に
生
息
し
て
い
る
場
合
、
市
は
種
の

保
存
に
ど
う
努
め
る
の
か
。

　

�
玉
川
上
水
や
野
火
止
用
水
の
水

流
の
復
活
な
ど
、
水
と
か
か
わ
る
生

物
の
保
護
も
重
要
と
思
う
が
、
現
状

を
ど
う
と
ら
え
、
対
応
す
る
の
か
。

市
長　

�
貴
重
動
植
物
の
調
査
は
行

っ
て
い
な
い
が
、
野
鳥　

種
、
野
草

８２

　

種
、
樹
木　

種
、
昆
虫　

種
が
確

４１８

２２１

１１０

認
さ
れ
て
い
る
。

　

�
全　

種
の
う
ち
１
種
が
生
息
し

７３

て
い
る
。
近
隣
住
民
等
と
協
力
し
、

玉
川
上
水
沿
道
の
大
量
の
落
ち
葉

な
ど
の
道
路
清
掃
に
つ
い
て

小
平
市
内
の
貴
重
動
植
物
は

守
ら
れ
る
の
か

市
長　

�
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
が
設
置

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
ミ
ニ
サ

ッ
カ
ー
等
の
簡
易
な
ス
ポ
ー
ツ
の
遊

び
場
や
、
愛
犬
の
散
歩
場
所
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
本
庁
舎

南
側
の
芝
生
広
場
は
子
ど
も
連
れ
の

家
族
の
憩
い
の
場
所
、
保
育
園
児
の

遊
び
場
等
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も

そ
れ
ぞ
れ
の
利
点
を
生
か
し
な
が
ら
、

市
民
に
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

�
身
近
な
街
区
公
園
に
は
、
安
全

な
遊
具
を
設
置
し
、
防
犯
面
に
も
考

慮
し
た
安
心
で
、
安
全
な
公
園
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
。

 
斉
藤　

進
議
員
（
フ
ォ
）　

�
利
用

度
の
低
い
公
園
な
ど
に
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
の
ボ
ー
ド
や
フ
ェ
ン
ス
を

子
ど
も
た
ち
が
ボ
ー
ル
で
遊
べ
る

よ
う
に
公
園
・
広
場
の
改
築
を

 
鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）　

�
広

場
周
辺
の
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
を
取
り
、

芝
を
植
え
、
子
ど
も
が
安
全
に
遊
べ

る
公
園
に
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

�
幼
児
、
児
童
向
け
の
公
園
づ
く

り
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
る
か
。

本
庁
舎
と
健
康
福
祉
事
務
セ
ン
タ
ー

の
間
の
広
場
を
野
っ
原
公
園
に

保
護
の
た
め
に
区
域
内
立
ち
入
り
禁

止
の
呼
び
か
け
な
ど
を
し
て
い
る
。

　

�
玉
川
上
水
と
野
火
止
用
水
に
は
、

下
水
処
理
水
が
流
れ
て
お
り
、
今
後

も
水
質
の
維
持
を
都
に
要
望
し
て
い

き
た
い
。

 
常
松
大
介
議
員
（
緑
ネ
）　

�
高
齢

者
の
求
職
に
、ど
う
対
処
す
る
の
か
。

　

�
来
年
の
商
法
改
正
に
よ
り
、
市

内
で
も
団
塊
の
世
代
で
起
業
す
る
人

が
ふ
え
る
と
考
え
る
が
、
市
は
ど
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
せ
る
の
か
。

　

�
市
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
年
間
約
５
千
万
円
の
補
助
を
行
っ

て
い
る
が
、
セ
ン
タ
ー
が
高
齢
者
の

起
業
支
援
に
取
り
組
む
必
要
性
を
感

じ
る
か
。

市
長　

�
多
様
な
就
労
意
向
が
あ
る

た
め
、
ニ
ー
ズ
に
適
し
た
情
報
を
提

供
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ハ
ロ

団
塊
の
世
代
の
定
年
退
職
を
前
に

就
労
支
援
等
に
取
り
組
む
べ
き

の
で
、
直
接
起
業
を
支
援
す
る
こ
と

は
難
し
い
。

 
永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）　

�
他
市

の
産
業
振
興
条
例
の
制
定
状
況
は
。

　

�
条
例
制
定
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
か
。
こ
れ
ま
で
条
例
を
つ
く

ら
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。

市
長　

�
現
在
、
都
内
で
は　

区
、

１３

多
摩
地
域
で
は
１
市
が
制
定
し
て
お

り
、
平
成　

年
３
月
ま
で
に
４
区
４

１８

市
が
予
定
し
て
い
る
。

　

�
事
業
者
は
自
ら
の
努
力
や
創
意

工
夫
で
事
業
を
行
い
、
そ
れ
を
行
政

（
仮
称
）小
平
市
産
業
振
興

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

ー
ワ
ー
ク
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
情

報
提
供
に
努
め
た
い
。

　

�
団
塊
世
代
の
多
く
は
知
識
・
技

術
等
を
豊
富
に
持
っ
て
い
る
た
め
、

そ
の
能
力
を
地
域
で
活
用
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。
起
業
し
て
地
域
に
貢

献
し
た
い
人
に
対
す
る
支
援
策
は
、

今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

�
セ
ン
タ
ー
は
個
人
が
培
っ
た
能

力
や
知
識
等
を
生
か
す
の
が
基
本
な

が
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
産
業
の
活

性
化
を
図
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、

理
念
的
な
条
例
は
制
定
せ
ず
に
双
方

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
て
き

た
と
考
え
る
が
、
今
後
も
商
店
会
加

入
促
進
の
具
体
策
に
つ
い
て
は
市
民

を
交
え
て
考
え
、
で
き
る
限
り
の
支

援
を
し
た
い
。

環
境
・
上
下
水

環
境
・
上
下
水

公
園
・
用
水

公
園
・
用
水

産

業

振

興

産

業

振

興

�
�

�
�
�
�

掲

載

分

以

外

の

質

問

項

目

【
公
共
施
設
】

市
内
に
数
多
く
あ
る
国
の
施
設

を
市
民
が
使
い
た
い
場
合
に
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か

本庁舎南側の芝生広場

�
騒
音
対
策
と
し
て
の
表
示

 
西　

克
彦
議
員
（
共
産
）　

小
川
駅

東
口
に
あ
っ
た
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
３
月
に
閉
鎖
さ
れ
た
が
、

今
後
跡
地
や
建
物
は
ど
う
な
る
の
か
。

市
長　

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
部
分

の
小
売
事
業
者
が
撤
退
し
た
と
の
こ

と
だ
が
、
今
後
の
土
地
利
用
つ
い
て

は
所
有
者
か
ら
特
に
聞
い
て
い
な
い
。

旧
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

跡
地
に
つ
い
て

�
旧
ブ
リ
ヂ
ス
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［本会議］
　４回の定例会と２回の臨時会が行われました。１日
当たりの平均会議時間は４時間１８分でした。

傍聴
人数

会議延べ時間
本会議
日　数

会　期名　称

７７３１：５４６２ / ２２～３ / ２２３月定例会

１９　０：４１１４ / ２６４月臨時会

９　２：３０２５ / ２０～５ / ２７５月臨時会

７４２１：５０５６ / ７～６ / ２９６月定例会

７７２５：２３６９ / ５～９ / ３０９月定例会

５５２５：０５５１１ / ２９～１２ / ２０１２月定例会

３１１人１０７時間２３分２５日―合　計

［常任委員会］
傍聴人数会議延べ時間開催日数委 員 会 名

２４１９：３４８総 務 委 員 会

１５　９：１８７生活文教委員会

５７２０：３７８厚 生 委 員 会

２６５２１：４４８建 設 委 員 会

３６１人７１時間１３分３１日合　　計

［特別委員会］
傍聴人数会議延べ時間開催日数委 員 会 名

０　３：２４２都市基盤整備調査

１　５：０８３産業活性化調査

７１８：３２６
小平市第三次長期
総合計画基本構想

５２５：５９３一 般 会 計 予 算

１　７：０９１特 別 会 計 予 算

１０２５：３４３一 般 会 計 決 算

１　８：２１１特 別 会 計 決 算

２５人９４時間０７分１９日合　　計

市議会１年間の記録（平成１７年１月～１２月）

［請願・陳情］
　１年間で８件の請願と２３件の陳情を受理しました。なお、平成
１７年１２月定例会最終日に継続審査となった請願は３件です。

文書表
配　付

審議
未了

取り
下げ

不採択採　択受　理
前年から
の継続分

―０３０１０８８請願

２３００００２３０陳情

２３０３０１０３１８合計


